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はじめに 

 

富加町第７次行財政改革実施計画書/進捗管理表とは、富加町第７次行財政改革大綱に掲げる基本方針

を着実に推進するため、重点的に取り組む改革事項に対しその具体的施策を定めたものです。 

 具体的には、事業名、取り組み内容、期待できる効果などを記載し、指標化できるものについては、

成果指標としてその目標値を設定しています。 

 また、この実施計画書の進捗管理は、計画策定（Ｐｌａｎ）→実施・実行（Ｄｏ）→点検・検証（Ｃ

ｈｅｃｋ）→処置・改善（Ａｃｔｉｏｎ）のサイクルに基づき取り組みます。 

 推進体制は、担当課を中心に関係課と連携し、全庁的に推進していきます。 

  

実施計画書/進捗管理表の見方について 

 

成 果 指 標 Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ 

例）タウンミーティング等の実施回

数 

目標 ５ ６ ７ ８ ９ 

実績 ４ ５    

例）意見箱の設置 
目標 調査・検討 設置 － － － 

実績 調査・検討 設置    

指標化が可能なものについて「目標値」を明記しています。実績値を年度終了後に記入するとともに、

下表のとおり進捗状況をＰＤＣＡサイクルで評価、検証した上で、次年度目標数値を見直します。 

なお、新たな取り組みの導入を調査・検討する段階である年度には、数値ではなく「調査・検討」と

記入するなど、数値による進捗管理ができない場合は適当な表現を用います。 

 

年度 Ｐ：取り組み計画・目標 Ｄ・Ｃ：実施状況・目的達成状況 Ａ 次年度に向けた改善等 

Ｒ２ 
当該年度の取り組み計画・目標

を記入 

実施した結果、目標達成状況を

記入  （評価：３・２・１） 

当該年度の実施状況を踏まえ、

次年度への改善内容を記入 

Ｒ３ 以下、繰り返し （評価：３・２・１）  

 担当課毎に進捗状況を記入します。「Ｄ・Ｃ：実施状況・目的達成状況」覧中、（評価：３・２・１）

には、３：達成できた、２：一部達成できた、１：達成できなかった に応じて評価します。 

 

※ 進捗状況により、成果指標等に変更が必要な場合は、変更し、内容を明記していきます。 
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取り組み事業一覧 

 

Ⅰ 住民ニーズを意識した開かれた行政スタイル 

№ 事 業 名 新規 担当課 内   容 頁 

１ 
タウンミーティング等による

広聴活動の拡充 
 総務課 

タウンミーティングの対象者を拡大しま

す。その他に意見募集を実施します。 
4 

２ 
女性委員の積極的登用  

全課 
審議会委員などに女性を積極的に登用しま

す。 
5 

 

Ⅱ 効率的な行政 

№ 事 業 名 新規 担当課 内   容 頁 

１ 
わかりやすく効率的な組織の 

構築 
 総務課 

情勢に応じ、住民にとってわかりやすく、

利便性の高い組織の見直しを行います。 
7 

２ 
申請窓口等における手続きの

簡素化 
 全課 

申請窓口等において、印鑑や添付書類を省

略するなど手続きを簡略化します。 
8 

３ 県域統合型ＧＩＳの活用  〇 関係課 
紙媒体による地図情報を県域統合型ＧＩＳ

を活用して管理・公表します。 
11 

４ 

ごみの分別・出し方の案内

の充実 ○ 
産業環

境課 

『家庭ゴミの分け方・出し方』の内容を見

直し、スマートフォンなどで簡単に分別方

法が検索できるサイトを構築します。 

13 

５ 働き方改革と人材育成 

  

 

 〇 
総務課 

・仕事と子育てを両立する職員の支援 

・年休取得の奨励 

・職員研修の充実 

 

14 

15 

16 

 

 

Ⅲ 持続可能な健全財政の運営 

№ 事 業 名 新規 担当課 内   容 頁 

１ 

費用対効果や事業の重要性を

考慮した予算編成  総務課 

費用対効果や事業の重要性を精査した予算

編成を行い、限られた予算を有効活用しま

す。 

17 

２ 
各種補助金、報奨金等の見直

しと団体の自立支援 

 
関係課 

存続意義、行政の関与、経費負担の在り方

等を検証し、見直します。 
18 

３ 公共料金の見直し 
 

全課 
受益者負担や維持管理経費の視点から、公

共料金の適正な見直しを行います。 
20 

４ 
コンビニ収納業務におけるキ

ャッシュレス決済の導入 
○ 関係課 

コンビニ収納務においてキャッシュレス決

済の導入を検討します。 
22 
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５ 
国・県等補助金の積極的な活

用 

 
全課 

国や県等の補助制度を最大限活用し、財源

確保に努めます。 
23 

６ 町有財産の有効活用 
 

総務課 
未利用の町有地について、早期売却及び有

効活用を推進します。 
26 

７ 
自 主 財 源 確 保 の た め の    

新たな事業の導入 
○ 関係課 

・企業版ふるさと納税の導入 

・公共施設名称のネーミングライツ 

及び広告入り封筒の導入 

27 

28 
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第７次行財政改革 実施計画書／進捗管理表 

重点的改革事項 Ⅰ 住民ニーズを意識した開かれた行政スタイル 

事 業 名 １ タウンミーティング等による広聴活動の拡充 

担 当 課 総務課  

内   容 タウンミーティングの対象者を拡大します。その他に意見募集を実施します。 

効   果 幅広い、世代の貴重な意見を取り入れ、行政運営の改善につなげることができる。 

具体的な取組 
・タウンミーティングの対象者を拡充 

・意見箱の設置 

 

（単位：回） 

成 果 指 標  Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ 

タウンミーティング等の実施回数 

     （Ｒ元年度実績値：４回） 

目標 ５ ６ ７ ８ ９ 

実績 ０     

意見箱の設置 
目標 調査・検討 設置 － － － 

実績 調査・検討     

 

 

【行政係】 

年度 Ｐ：取り組み計画・目標 Ｄ・Ｃ：実施状況・目的達成状況 Ａ 次年度に向けた改善等 

Ｒ２ 

自治会長会等で照会するとともに、幅広

い世代を対象としたタウンミーティン

グを検討したうえで開催する。 

新型コロナウイルス感染症拡大防止に

よる、非常事態宣言などが発令され、3

密を回避するため開催を見送った。 

(評価：３・２・①) 

感染防止対策を講じた開催を検討して

いく。 

Ｒ３ 

新型コロナウイルス感染症拡大防止対

策を講じたうえで、自治会長会等で照会

するとともに、幅広い世代を対象とした

タウンミーティングを検討したうえで

開催する。 (評価：３・２・１) 

 

【企画係】 

年度 Ｐ：取り組み計画・目標 Ｄ・Ｃ：実施状況・目的達成状況 Ａ 次年度に向けた改善等 

Ｒ２ 
意見箱の設置を検討する。 設置について、他市町村の設置状況を調

査し、導入について検討した。 

(評価：３・２・①) 

設置について、決定まで至らなかったた

め、来年度も引き続き検討する。。 

Ｒ３ 設置について決定する。 (評価：３・２・１)  
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第７次行財政改革 実施計画書／進捗管理表 

重点的改革事項 Ⅰ 住民ニーズを意識した開かれた行政スタイル 

事 業 名 ２ 女性委員の積極的登用 

担 当 課 全課 

内   容 
富加町男女共同参画計画（平成 26 年 3 月）に基づき、各種審議会等委員などに女

性を積極的に登用する。 

効   果 女性の意見を取り入れた計画の策定等ができる。 

具体的な取組 
各種審議会等の委員を選考する際、女性委員の割合が３割以上となるよう配慮す

る。 

 

（単位：％） 

成 果 指 標 Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ 

各種審議会等委員における女性の占め

る割合（Ｒ元年度実績値：20.2％） 

目標 24.0 26.0 28.0 30.0 32.0 

実績 20.5     

 

【企画係】 

年度 Ｐ：取り組み計画・目標 Ｄ・Ｃ：実施状況・目的達成状況 Ａ 次年度に向けた改善等 

Ｒ２ 

各種委員会、審議会の委員の任命時に女

性委員を登用できるよう検討する。 

総合戦略審議会で3人の女性委員を登用

した。7月に登用率調査を実施した。 

(評価：３・○2 ・１) 

引き続き女性委員の登用を推進する。 

Ｒ３ 
各種委員会、審議会の委員の任命時に女

性委員を登用できるよう検討する。 (評価：３・２・１) 

 

 

【産業環境係】 

年度 Ｐ：取り組み計画・目標 Ｄ・Ｃ：実施状況・目的達成状況 Ａ 次年度に向けた改善等 

Ｒ２ 

女性農業委員を継続して登用する。 農業委員の改選時に引き続き女性委員

２人が登用された。 

(評価：○3 ・２・１) 

特になし 

Ｒ３ 
各種委員会、審議会の委員の任命時に女

性委員を登用できるよう検討する。 (評価：３・２・１) 

 

 

【建設係】 

年度 Ｐ：取り組み計画・目標 Ｄ・Ｃ：実施状況・目的達成状況 Ａ 次年度に向けた改善等 

Ｒ２ 
各種委員会、審議会の委員の任命時に女

性委員を登用できるよう検討する。 

かわまちづくり協議会委員 26 名中７名

登用       (評価：3○3 ・2・１) 

公募等により女性委員を積極的に登用

する。 

Ｒ３ 
各種委員会、審議会の委員の任命時に女

性委員を登用できるよう検討する。 (評価：３・２・１) 
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【都市計画係】 

年度 Ｐ：取り組み計画・目標 Ｄ・Ｃ：実施状況・目的達成状況 Ａ 次年度に向けた改善等 

Ｒ２ 

各種委員会、審議会の委員の任命時に女

性委員を登用できるよう検討する。 

町都市計画マスタープラン策定委員会

に２名登用した。（外部委員１１名中） 

      (評価：○3 ・２・１) 

引き続き、女性委員を積極的に登用す

る。 

Ｒ３ 
各種委員会、審議会の委員の任命時に女

性委員を登用できるよう検討する。 (評価：３・２・１) 

 

 

【福祉保健係】 

年度 Ｐ：取り組み計画・目標 Ｄ・Ｃ：実施状況・目的達成状況 Ａ 次年度に向けた改善等 

Ｒ２ 
各種委員会、審議会の委員の任命時に女

性委員を登用できるよう検討する。 

介護保険事業計画策定委員に３名の女

性を登用した。  (評価：○3 ・２・１) 

今後も委員会等の委員選考時に女性委

員の登用を積極的に行う。 

Ｒ３ 
介護保険運営協議会委員に女性を登用

する。 
(評価：３・２・１)  

 

【住民係】 

年度 Ｐ：取り組み計画・目標 Ｄ・Ｃ：実施状況・目的達成状況 Ａ 次年度に向けた改善等 

Ｒ２ 
女性委員を積極的に登用する。 国民健康保険運営協議会に継続して2名

登用した。    (評価：○3 ・２・１) 

特になし。 

Ｒ３ 女性委員を積極的に登用する。 (評価：３・２・１)  
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第７次行財政改革 実施計画書／進捗管理表 

重点的改革事項 Ⅱ 効率的な行政 

事 業 名 １ わかりやすく効率的な組織の構築 

担 当 課 総務課 

内   容 
住民ニーズや社会の動向を的確に見据え、住民にとってわかりやすく、利便性の

高い組織を目指すための検証、見直しを行なう。 

効   果 
社会情勢の変化への対応とともに、住民ニーズへの迅速な対応ができる。 

効率的・効果的な行政運営ができる。 

具体的な取り組み 課長会議における組織体制の検証・見直し 

 

成 果 指 標 Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ 

課長会議における組織体制の検

証と見直し 

目標 検証・見直し 検証・見直し 検証・見直し 検証・見直し 検証・見直し 

実績 検証・見直し     

 

 

【行政係】 

年度 Ｐ：取り組み計画・目標 Ｄ・Ｃ：実施状況・目的達成状況 Ａ 次年度に向けた改善等 

Ｒ２ 

課長会議による組織体制の見直しを検

討し、実施する。 

係内の人員数及び業務の体制において

組織の見直しを行った。（福祉保健課） 

(評価：⓷・２・１) 

引き続き、課長会議による組織体制の見

直しを検討し、実施する。 

Ｒ３ 
課長会議による組織体制の見直しを検

討し、実施する。 (評価：３・２・１) 
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第７次行財政改革 実施計画書／進捗管理表 

重点的改革事項 Ⅱ 効率的な行政 

事 業 名 ２ 申請窓口等における手続きの簡素化 

担 当 課 全課 

内   容 申請窓口等において、印鑑や添付書類を省略するなど手続きを簡略化する 

効   果 申請者の負担が軽減できる。 

具体的な取り組み 窓口等における申請手続きの簡略化による見直し 

 

（単位：件） 

成 果 指 標 Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ 

新たに簡略化した手続きの数 
目標 ３ ３ ３ ３ ３ 

実績 ３     

 

 

【行政係】 

年度 Ｐ：取り組み計画・目標 Ｄ・Ｃ：実施状況・目的達成状況 Ａ 次年度に向けた改善等 

Ｒ２ 
各種申請に伴う様式の見直しを行う。 手続の簡素化に向け、申請手続きに係る

押印省略を検討し見直した。 

(評価：３・②・１) 

条例等や慣行により押印を求めている

申請手続きなどの見直しを行っていく。 

Ｒ３ 各種申請に伴う様式の見直しを行う。 (評価：３・２・１)  

 

【企画係】 

年度 Ｐ：取り組み計画・目標 Ｄ・Ｃ：実施状況・目的達成状況 Ａ 次年度に向けた改善等 

Ｒ２ 

各種申請に伴う様式の見直しを行う。 見直した結果、改正した様式はなかっ

た。 

 

(評価：３・②・１) 

固定資産税のキャッシュレス決済導入

に伴い、住宅奨励金申請書に必要な領収

書などの添付書類について見直しが必

要である。 

Ｒ３ 
各種申請申請書と添付書類及び押印の

廃止について検討する。 (評価：３・２・１) 

 

 

 

【産業環境係】 

年度 Ｐ：取り組み計画・目標 Ｄ・Ｃ：実施状況・目的達成状況 Ａ 次年度に向けた改善等 

Ｒ２ 

各種申請に伴う様式の見直しを行う。 国により、一部の申請について押印を求

める手続きの見直しが行われた。 

(評価：３・○2 ・１) 

上位法を確認のうえ、必要に応じ、押印

の廃止に伴う見直しを行う。 

Ｒ３ 

各種申請の申請書と添付書類及び押印

の廃止について整理し簡素化について

検討する。 (評価：３・２・１) 
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【都市計画係】 

年度 Ｐ：取り組み計画・目標 Ｄ・Ｃ：実施状況・目的達成状況 Ａ 次年度に向けた改善等 

Ｒ２ 

各種申請に伴う様式の見直しを行う。 手続きの簡素化を検討したが実施まで

には至らなかった。          

(評価：３・○2 ・１) 

添付書類や押印の省略化について取り

組む。 

Ｒ３ 各種申請に伴う様式の見直しを行う。 (評価：３・２・１)  

 

【福祉保健係】 

年度 Ｐ：取り組み計画・目標 Ｄ・Ｃ：実施状況・目的達成状況 Ａ 次年度に向けた改善等 

Ｒ２ 各種申請に伴う様式の見直しを行う。 

確定申告時に必要な障害者控除認定書

の即日交付ができるよう、対象予定者の

認定書を事前に作成した。 

(評価：○3 ・２・１) 

今後も見直しが必要な様式などを検討

して、手続きの簡素化を図る。 

Ｒ３ 
押印廃止に伴う申請書等の様式を見直

す。 (評価：３・２・１) 

 

 

【住民係】 

年度 Ｐ：取り組み計画・目標 Ｄ・Ｃ：実施状況・目的達成状況 Ａ 次年度に向けた改善等 

Ｒ２ 

各種申請に伴う様式の見直しを行う。 個人番号カード及び電子証明書関連の

申請書の押印を廃止した。また、本人確

認書類のコピー添付を廃止した。         

(評価：３・○2 ・１) 

押印を求める各種申請手続きの洗い出

しを実施し、押印を省略する手続の仕分

けを行う。 

Ｒ３ 各種申請に伴う押印省略を実施する。。 (評価：３・２・１)  

 

【税務係】 

年度 Ｐ：取り組み計画・目標 Ｄ・Ｃ：実施状況・目的達成状況 Ａ 次年度に向けた改善等 

Ｒ２ 

各種申請に伴う様式の見直しを行う。 押印を求める各種申請手続きの洗い出

しを実施し、押印を省略する手続の仕分

けを行った。 

(評価：３・○2 ・１) 

押印を省略する様式の改正作業を実施

する。 

Ｒ３ 各種申請に伴う押印省略を実施する (評価：３・２・１)  

 

 

 

【教育係】 

年度 Ｐ：取り組み計画・目標 Ｄ・Ｃ：実施状況・目的達成状況 Ａ 次年度に向けた改善等 

Ｒ２ 
各種申請に伴う様式の見直しを行う。 一部事務の申請書を見直した 

(評価：３・②・１) 

各様式の精査が必要 

Ｒ３ 各種申請に伴う様式の見直しを行う。 (評価：３・２・１)  
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【子育て支援係】 

年度 Ｐ：取り組み計画・目標 Ｄ・Ｃ：実施状況・目的達成状況 Ａ 次年度に向けた改善等 

Ｒ２ 
各種申請に伴う様式の見直しを行う。 各種申請に伴う様式の見直しについて、 

検討した。    (評価：３・②・１) 

特になし 

Ｒ３ 各種申請に伴う様式の見直しを行う。 (評価：３・２・１)  
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第７次行財政改革 実施計画書／進捗管理表 

重点的改革事項 Ⅱ 効率的な行政 

事 業 名 ３ 県域統合型ＧＩＳの活用 

担 当 課 関係課 (総務課 産業環境課 建設課 福祉保健課 教育課)   

内   容 紙媒体による地図情報を県域統合型ＧＩＳを活用して管理・公表する。 

効   果 

生活に役立つ地図情報が広く住民の目に触れるようになる。地形図などの情報も

統一され、更新や修正など地図の管理が容易となり、行政内部で管理すべき情報

も全庁的に共有できる 

具体的な取り組み 
町の有益な地図情報を県域統合型ＧＩＳを用いて管理し、必要に応じてＨＰでオ

ープンデータとして掲載する。 

 

（単位：件） 

成 果 指 標 Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ 

県域統合型ＧＩＳを活用した地図

情報の数（Ｒ元年度実績値：０件） 

目標 ３ ４ ５ ６ ７ 

実績 ６     

 

【行政係】 

年度 Ｐ：取り組み計画・目標 Ｄ・Ｃ：実施状況・目的達成状況 Ａ 次年度に向けた改善等 

Ｒ２ 

管理する施設（防犯灯・防火水槽等）を

プロットした地図をＧＩＳを用いて作

成する。 

町内各所に点在する防犯灯や防火水槽

など現状施設については、プロット済

み。新規施設については、適宜更新を行

った。 

(評価：⓷・２・１) 

引き続き、情報を更新して行く。 

Ｒ３ 

管理する施設（防犯灯・防火水槽等）を

プロットした地図を更新し、ＧＩＳを用

いて管理する。 (評価：３・２・１) 

 

 

【企画係】 

年度 Ｐ：取り組み計画・目標 Ｄ・Ｃ：実施状況・目的達成状況 Ａ 次年度に向けた改善等 

Ｒ２ 
県域統合型ＧＩＳの活用を推進するた

め、操作研修を開催する。 

職員を対象に操作研修を２回実施した。 

(評価：○3 ・２・１)  

今後も必要な職員には研修が受けられ

るようにする。 

Ｒ３ ＧＩＳの活用を引き続き推進する。 (評価：３・２・１)  

【産業環境係】 

年度 Ｐ：取り組み計画・目標 Ｄ・Ｃ：実施状況・目的達成状況 Ａ 次年度に向けた改善等 

Ｒ２ 

管理する施設等の地図情報についてＧ

ＩＳの活用を検討する。 

「町森林計画」「森林簿」「林地台帳」「伐

採届けの管理」についてＧＩＳに入力し

て活用している。(評価：３・○2 ・１) 

現在活用している業務以外についても

活用を検討する。 

Ｒ３ 
管理する施設等の地図情報についてＧ

ＩＳの活用を検討する。 (評価：３・２・１) 
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【建設係】 

年度 Ｐ：取り組み計画・目標 Ｄ・Ｃ：実施状況・目的達成状況 Ａ 次年度に向けた改善等 

Ｒ２ 
管理する施設等の地図情報についてＧ

ＩＳの活用を検討する。 

道路内施設の情報を試行的に入力した。。

(評価：３・２2・○1 ○1 ) 

入力する情報を充実させ、より利活用で

きるものに改善する。 

Ｒ３ 
管理する施設等の地図情報についてＧ

ＩＳの活用を検討する。 (評価：３・２・１) 

 

 

【都市計画係】 

年度 Ｐ：取り組み計画・目標 Ｄ・Ｃ：実施状況・目的達成状況 Ａ 次年度に向けた改善等 

Ｒ２ 

管理する施設等の地図情報についてＧ

ＩＳの活用を検討する。 

上下水道業務で独自のＧＩＳを活用し

ているが、県域統合型ＧＩＳは活用して

おらず公表も行っていない。           

(評価：３・２・○1 ) 

県域統合型ＧＩＳの活用及び独自のＧ

ＩＳの公表は、必要に応じて検討する。 

Ｒ３ 
管理する施設等の地図情報についてＧ

ＩＳの活用を検討する。 (評価：３・２・１) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



13 
 

第７次行財政改革 実施計画書／進捗管理表 

重点的改革事項 Ⅱ 効率的な行政 

事 業 名 ４ ごみの分別・出し方の案内の充実  

担 当 課 産業環境課 

内   容 
くらしのカレンダーで周知している『家庭ゴミの分け方・出し方』の内容を見直

し、スマートフォンなどで簡単に分別方法が検索できるサイトを構築する 

効   果 適正な分別を促すことができる。 

具体的な取り組み ごみの分別・出し方検索サイトの導入を検討し、実施する。 

 

成 果 指 標 Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ 

『家庭ゴミの分け方・出し方』の

見直し 

目標 見直し 見直し 見直し 見直し 見直し 

実績 見直し     

ごみの分別・出し方検索サイトの

導入  

目標 調査・検討 導入 － － － 

実績 導入     

 

【産業環境係】 

年度 Ｐ：取り組み計画・目標 Ｄ・Ｃ：実施状況・目的達成状況 Ａ 次年度に向けた改善等 

Ｒ２ 

・富加町くらしのカレンダーの内容につ

いて見直しする。 

・町ＨＰでの検索サイトについて検討す

る。 

・町ＨＰについては、ごみの種類毎の 

出し方の説明を掲載して充実を図った。 

・ゴミの出し方検索サイトに登録をし

て運用を開始した。（ゴミサク） 

・中国語でのゴミの出し方の説明を作

成しホームページに公開した、。 

・富加町くらしのカレンダーについて

は、大きな変更は行わなかった。 

(評価：○3 ・２・１) 

・富加町くらしのカレンダーについて

は、ページ数の問題や見慣れているとい

うこともあるので、今後、変更について

検討をする。 

Ｒ３ 

・運用を開始したゴミの出し方検索サ

イトのＰＲをする。 

・富加町くらしのカレンダーのごみに

関するページ数の増加を検討する。 

・集積所の掲示について充実を図る。 

 

(評価：３・２・１) 
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第７次行財政改革 実施計画書／進捗管理表 

重点的改革事項 Ⅱ 効率的な行政 

事 業 名 ５ 働き方改革と人材育成 

担 当 課 総務課 

内   容 仕事と子育てを両立する職員の支援 

効   果 仕事と子育てを両立する職員の負担を軽減する 

具体的な取り組み 育児休暇から復帰した職員や就学前児童を持つ職員の負担を軽減する対策 

 

成 果 指 標 Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ 

子育て職員の負担を軽減する対

策 

目標 調査・検討 実施 実施 実施 実施 

実績 調査・検討     

 

 

【行政係】 

年度 Ｐ：取り組み計画・目標 Ｄ・Ｃ：実施状況・目的達成状況 Ａ 次年度に向けた改善等 

Ｒ２ 

仕事と家庭の両立を支援する制度につ

いて調査、検討する。 

年 1回、全職員を対象に「ストレスチェ

ック」を行い、職場における職員の心理

的な負担の原因や心身の自覚症状等に

ついて、負担の程度を把握し必要な指導

を行った。 

(評価：⓷・２・１) 

対処療法的な対策を継続しつつ、予防的

な対策を検討する。 

Ｒ３ 
仕事と家庭の両立を支援する制度につ

いて調査、検討する。 (評価：３・２・１) 
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第７次行財政改革 実施計画書／進捗管理表 

重点的改革事項 Ⅱ 効率的な行政 

事 業 名 ５ 働き方改革と人材育成 

担 当 課 総務課 

内   容 年休取得の奨励 

効   果 事務分掌や個人によって生じている取得率の差を解消する 

具体的な取り組み 係ごとに毎月、取得計画表を作成するなど計画的に取得を促す。 

 

（単位：日） 

成 果 指 標 Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ 

年間取得平均日数 

(Ｒ元年度実績値：９．３日) 

目標 １０ １０．５ １１ １１．５ １２ 

実績 １０．６     

 

 

【行政係】 

年度 Ｐ：取り組み計画・目標 Ｄ・Ｃ：実施状況・目的達成状況 Ａ 次年度に向けた改善等 

Ｒ２ 

職員の年次休暇の取得状況を定期的

に把握し、取得率が低い部署について

は、管理職等からのヒアリングや指導を

行う等の必要な取組を行います。 

定期的に取得状況を把握し、取得率の低

い部署については課長会を通じて計画

的な取得を促した。 

(評価：⓷・２・１) 

特定事業者の行動計画の目標指標とし

て、年間 10 日以上の年次有給休暇の取

得を掲げており、目標に向けた取り組み

を強化していきたい。 

Ｒ３ 

職員の年次休暇の取得状況を定期的

に把握し、取得率が低い部署について

は、管理職等からのヒアリングや指導を

行う等の必要な取組を行います。 (評価：３・２・１) 
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第７次行財政改革 実施計画書／進捗管理表 

重点的改革事項 Ⅱ 効率的な行政 

事 業 名 ５ 働き方改革と人材育成 

担 当 課 総務課 

内   容 職員研修の充実 

効   果 専門研修・実務研修の受講によって高いスキルを習得することができる。 

具体的な取り組み 
職員研修において、より実務的な研修を職員が積極的に受講することを 

奨励する。 

 

（単位：回） 

成 果 指 標   Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ 

専門研修・実務研修の１人当り受

講数 (受講数／職員数) 

(Ｒ元年度実績値：２．７２回) 

目標 ２．８ ２．８５ ２．９ ２．９５ ３．０ 

実績 ２．３     

 

【行政係】 

年度 Ｐ：取り組み計画・目標 Ｄ・Ｃ：実施状況・目的達成状況 Ａ 次年度に向けた改善等 

Ｒ２ 

市町村研修センターによる各種研修

を受講するとともに、実務・専門的な研

修については、関係課に積極的に周知し

参加を促す。 

研修等受講計画を作成し、研修への参加

促進（一人一研修）を目標に実施した。 

 

（評価：⓷・２・１） 

引きつづき職員研修の参加促進を実施

し、人材の育成を図る。 

Ｒ３ 

市町村研修センターによる各種研修

を受講するとともに、実務・専門的な研

修については、関係課に積極的に周知し

参加を促す。 (評価：３・２・１) 
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第７次行財政改革 実施計画書／進捗管理表 

重点的改革事項 Ⅲ 持続可能な健全財政の運営 

事 業 名 １ 費用対効果や事業の重要性を考慮した予算編成 

担 当 課 総務課 

内   容 
費用対効果や事業の重要性を精査した予算編成を行い、限られた予算を有効活用

する。 

効   果 
効果の薄い事業は見直し、より効果の高い事業にシフトすることで、全体として

住民サービスを確保することができる。 

具体的な取り組み 新規事業等のヒアリングを行い、予算編成に活用する 

 

成 果 指 標 Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ 

新規事業等ヒアリングの活用方

法の見直し 

目標 見直し 見直し 見直し 見直し 見直し 

実績 見直し     

 

【企画係】 

年度 Ｐ：取り組み計画・目標 Ｄ・Ｃ：実施状況・目的達成状況 Ａ 次年度に向けた改善等 

Ｒ２ 

新規事業等ヒアリングの活用方法を見

直す 

各課からの要望事業に優先順位を付け

たほか、ヒアリング後の結果一覧表に〇

（採択）・△（現時点では保留）・×(不

採択)を付けるなどの見直しを行った。 

        （評価：○3 ・２・１) 

新規・重点事業のヒアリングの精度を上

げて、査定前に事業の採択をできる限り

明確化し、スムーズな予算査定を図る。 

Ｒ３ 
新規事業等ヒアリングの活用方法を見

直す (評価：３・２・１) 
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第７次行財政改革 実施計画書／進捗管理表 

重点的改革事項 Ⅲ 持続可能な健全財政の運営 

事 業 名 ２ 各種補助金、報奨金等の見直しと団体の自立支援 

担 当 課 関係課（総務課、福祉保健課、産業環境課、建設課、教育課） 

内   容 存続意義、行政の関与、経費負担の在り方等を検証し、見直しを行う。 

効   果 
その必要性や効果等を客観的な視点から評価することで、補助金等の適正かつ効

率的な運用を行うことができる。 

具体的な取り組み 補助金額及び対象者の見直し 

（単位：件） 

成 果 指 標 Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ 

年度毎に見直した補助金等の数 
目標 ２ ２ ２ ２ ２ 

実績 ５     

   

【行政係】 

年度 Ｐ：取り組み計画・目標 Ｄ・Ｃ：実施状況・目的達成状況 Ａ 次年度に向けた改善等 

Ｒ２ 
自治振興補助金（自治会集会場施設整備

補助事業）の拡充 

補助対象要件を緩和し、軽微な修繕・改

修等について活用できる改正を行った。 

(評価：○3 ・２・１) 

引きつづき補助金等の適正化及び要綱

等の見直しを検討する。 

 

Ｒ３ 
補助金等の適正化及び要綱等の見直し

を行う。 (評価：３・２・１) 

 

 

【企画係】 

年度 Ｐ：取り組み計画・目標 Ｄ・Ｃ：実施状況・目的達成状況 Ａ 次年度に向けた改善等 

Ｒ２ 

各種補助金や奨励金について、必要性と

効果を見直す。 

富加町移住支援金の交付対象者の要件

を、岐阜県の要綱見直しに伴い追加し

た。 

(評価：○3 ・２・１) 

引きつづき補助金等の適正化及び要綱

等の見直しを検討する。 

 

Ｒ３ 
各種補助金や奨励金について、必要性と

効果を見直す。 (評価：３・２・１) 

 

【産業環境係】 

年度 Ｐ：取り組み計画・目標 Ｄ・Ｃ：実施状況・目的達成状況 Ａ 次年度に向けた改善等 

Ｒ２ 

各種補助金について、必要性と効果を見

直す。 

２つの補助要綱について改正を行った。 

また、コロナウイルスの影響による事業

不執行分について減額して執行した。 

(評価：３・○2 ・１) 

特になし 

Ｒ３ 
各種補助金について、必要性と効果を見

直す。 (評価：３・２・１) 
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【福祉保健係】 

年度 Ｐ：取り組み計画・目標 Ｄ・Ｃ：実施状況・目的達成状況 Ａ 次年度に向けた改善等 

Ｒ２ 
各種補助金について、必要性と効果を見

直す。 

予算編成の際、富加町社会福祉協議会に

対する補助金について、ヒアリングを行

い、必要性や効果を確認して、見直しを

行った。     (評価：３・２・１) 

予算編成の際、各種補助金の必要性と効

果を見直していく。 

Ｒ３ 
各種団体に交付している補助金の必要

性と効果を確認していく。 (評価：３・２・１) 

 

 

【子育て支援係】 

年度 Ｐ：取り組み計画・目標 Ｄ・Ｃ：実施状況・目的達成状況 Ａ 次年度に向けた改善等 

Ｒ２ 
各種補助金について、必要性と効果を見

直す。 

予算査定時に、各種補助金の見直しを行

った。      (評価：３・○2 ・１) 

特になし 

Ｒ３ 
各種補助金について、必要性と効果を見

直す。 (評価：３・２・１) 
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第７次行財政改革 実施計画書／進捗管理表 

重点的改革事項 Ⅲ 持続可能な健全財政の運営 

事 業 名 ３ 公共料金の見直し 

担 当 課 全課 

内   容 受益者負担や維持管理経費の視点から、公共料金の適正な見直しを行う。 

効   果 
行政サービスの提供に必要なコストについて、そのサービスの公共性や受益性の

度合いなどに応じた適正な割合を設置するなど、その適正化を図ることができる。 

具体的な取り組み 関係する条例等の見直し 

 

（単位：件） 

成 果 指 標 Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ 

年度毎に見直した関係条例等の

数 

目標 ８ ８ ８ ８ ８ 

実績 １     

 

【産業環境係】 

年度 Ｐ：取り組み計画・目標 Ｄ・Ｃ：実施状況・目的達成状況 Ａ 次年度に向けた改善等 

Ｒ２ 

公共料金の適正な見直しを行う。 「町一般廃棄物処理基本計画策定業務」

のにおいて、ごみ袋の料金についてアン

ケート調査を行い料金について検討し

た。 

(評価：○3 ・２・１) 

特になし 

Ｒ３ 
公共料金について検討し、必要に応じて

見直しを行う。 (評価：３・２・１) 

 

 

【都市計画係】 

年度 Ｐ：取り組み計画・目標 Ｄ・Ｃ：実施状況・目的達成状況 Ａ 次年度に向けた改善等 

Ｒ２ 

公共料金の適正な見直しを行う。 水道料金は、見直し（改定）の説明周知 

期間（年度）と捉えていたが、実施には 

至らなかった。  (評価：３・２・○1 ) 

水道料金の見直し及び下水道使用料も

併せて検討を行っていく。 

Ｒ３ 公共料金の適正な見直しを行う。 (評価：３・２・１)  
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【福祉保健係】 

年度 Ｐ：取り組み計画・目標 Ｄ・Ｃ：実施状況・目的達成状況 Ａ 次年度に向けた改善等 

Ｒ２ 公共料金の適正な見直しを行う。 

令和３年度からの３年計画となる富加

町介護保険事業計画で介護保険料の基

準額を決定し、必要な介護保険条例を改

正した。 

、(評価：○3 ・２・１) 

特になし 

Ｒ３ 
各種施策の状況を鑑み、必要であれば、

公共料金の見直しを行う。 (評価：３・２・１) 

 

 

【住民係】 

年度 Ｐ：取り組み計画・目標 Ｄ・Ｃ：実施状況・目的達成状況 Ａ 次年度に向けた改善等 

Ｒ２ 

公共料金の適正な見直しを行う。 手数料について、近隣市町村と比較する

などの検証を行った。 

         (評価：３・○2 ・１) 

今後も、近隣市町村の動向を注視する。 

Ｒ３ 近隣市町村の手数料を確認する。 (評価：３・２・１)  

 

【教育係】 

年度 Ｐ：取り組み計画・目標 Ｄ・Ｃ：実施状況・目的達成状況 Ａ 次年度に向けた改善等 

Ｒ２ 
公共料金の適正な見直しを行う。 施設使用料の見直しの検討を行った。 

(評価：○3 ・２・１) 

特になし 

Ｒ３ 公共料金の適正な見直しを行う。 (評価：３・２・１)  

 

【子育て支援係】 

年度 Ｐ：取り組み計画・目標 Ｄ・Ｃ：実施状況・目的達成状況 Ａ 次年度に向けた改善等 

Ｒ２ 
公共料金の適正な見直しを行う。 保育料の見直しの検討を行った。 

(評価：３・○2 ・１) 

料金の妥当性について検証する。 

Ｒ３ 公共料金の適正な見直しを行う。 (評価：３・２・１)  
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第７次行財政改革 実施計画書／進捗管理表 

重点的改革事項 Ⅲ 持続可能な健全財政の運営 

事 業 名 ４ コンビニ収納業務におけるキャッシュレス決済の検討 

担 当 課 関係課（住民課、建設課、教育課） 

内   容 コンビニ収納業務におけるキャッシュレス決済の導入を検討する。 

効   果 住民の利便性向上を図ることができる。 

具体的な取り組み 費用対効果の面からキャッシュレス決済導入に向けた検討をする 

 

 

成 果 指 標 Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ 

コンビニ収納業務におけるキャッ

シュレス決済の検討 

目標 検討 検討 可否の決定 － － 

実績 導入決定     

 

【都市計画係】 

年度 Ｐ：取り組み計画・目標 Ｄ・Ｃ：実施状況・目的達成状況 Ａ 次年度に向けた改善等 

Ｒ２ 
キャッシュレス決済の調査、導入の検討

をする。 

キャッシュレス決済の導入の検討を行

った。        (評価：３・○2 ・１) 

引き続き、導入の検討を行っていく。 

Ｒ３ 
キャッシュレス決済の調査、導入の検討

をする。 (評価：３・２・１) 

 

【税務係】 

年度 Ｐ：取り組み計画・目標 Ｄ・Ｃ：実施状況・目的達成状況 Ａ 次年度に向けた改善等 

Ｒ２ 

キャッシュレス決済の調査、導入の検討

をする 

キャッシュレス決裁の導入の検討を行

い、スマホ決済導入を決定した。 

(評価：○3 ・２・１) 

クレジットカード等のキャッシュレス

決裁の検討 

Ｒ３ 
キャッシュレス決裁の調査、導入の検討

をする。 (評価：３・２・１) 

 

 

【子育て支援係】 

年度 Ｐ：取り組み計画・目標 Ｄ・Ｃ：実施状況・目的達成状況 Ａ 次年度に向けた改善等 

Ｒ２ 
キャッシュレス決決済の調査、導入の検

討をする。 

関係課と連携して取り組んだ。        

(評価：３・○2 ・１) 

特に無し 

Ｒ３ 特に無し (評価：３・２・１)  
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第７次行財政改革 実施計画書／進捗管理表 

重点的改革事項 Ⅲ 持続可能な健全財政の運営 

事 業 名 ５ 国・県等補助金の積極的な活用 

担 当 課 全課 

内   容 国・県等の補助制度を最大限活用し、財源確保に努める。 

効   果 
国・県等の補助制度を最大限活用することで、財源を確保し、財政の安定化を図

ることができる。 

具体的な取り組み 国・県等補助制度を最大限活用する 

（単位：件） 

成 果 指 標 Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ 

新たに国・県等補助制度を活用し

た事業数 

目標 １ １ １ １ １ 

実績 ２     

 

【行政係】 

年度 Ｐ：取り組み計画・目標 Ｄ・Ｃ：実施状況・目的達成状況 Ａ 次年度に向けた改善等 

Ｒ２ 
事業の実施にあたり、国・県補助制度の

最大限の活用を図る。 

防災対策として、備蓄品及び資機材にか

かる費用に補助制度を活用した。 

(評価：○3 ・２・１) 

引きつづき事業の実施にあたり、国・県

補助制度の最大限の活用を図る。 

Ｒ３ 
事業の実施にあたり、国・県補助制度の

最大限の活用を図る。 (評価：３・２・１) 

 

 

【企画係】 

年度 Ｐ：取り組み計画・目標 Ｄ・Ｃ：実施状況・目的達成状況 Ａ 次年度に向けた改善等 

Ｒ２ 
事業の実施にあたり、国・県補助制度の

最大限の活用を図る。 

新型コロナウイルス関連事業に地方創

生臨時交付金を活用した。。 

(評価：○3 ・２・１) 

引きつづき事業の実施にあたり、国・県

補助制度の最大限の活用を図る。 

Ｒ３ 
事業の実施にあたり、国・県補助制度の

最大限の活用を図る。 (評価：３・２・１) 

 

【産業環境係】 

年度 Ｐ：取り組み計画・目標 Ｄ・Ｃ：実施状況・目的達成状況 Ａ 次年度に向けた改善等 

Ｒ２ 

事業の実施にあたり、国・県補助制度の

最大限の活用を図る。 

国県補助制度を活用して事業を実施し

た。 

(評価：○3 ・２・１) 

特になし 

Ｒ３ 
事業の実施にあたり、国・県補助制度の

最大限の活用を図る。 (評価：３・２・１) 
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【建設係】 

年度 Ｐ：取り組み計画・目標 Ｄ・Ｃ：実施状況・目的達成状況 Ａ 次年度に向けた改善等 

Ｒ２ 

事業の実施にあたり、国・県補助制度の

最大限の活用を図る。 

社会資本整備総合交付金・道路更新防災

等対策事業費補助を活用して事業を実

施した。     (評価：○3 ・２・１) 

引き続き社会資本整備総合交付金・道路

更新防災等対策事業費補助を最大限活

用し、事業の早期完了を目指す。 

Ｒ３ 
事業の実施にあたり、国・県補助制度の

最大限の活用を図る。 (評価：３・２・１) 

 

 

【都市計画係】 

年度 Ｐ：取り組み計画・目標 Ｄ・Ｃ：実施状況・目的達成状況 Ａ 次年度に向けた改善等 

Ｒ２ 

事業の実施にあたり、国・県補助制度の

最大限の活用を図る。 

国の補助制度である水道管路緊急改

善事業（補助率 1／2）、重要給水施設

配水管更新事業（補助率 1／4）を活

用し、事業を推進した。 

(評価：○3 ・２・１) 

引き続き、国・県補助金を活用し、計画

に基づいた更新等を行い財政の安定化

に努める。 

Ｒ３ 
事業の実施にあたり、国・県補助制度の

最大限の活用を図る。 (評価：３・２・１) 

 

 

【福祉保健係】 

年度 Ｐ：取り組み計画・目標 Ｄ・Ｃ：実施状況・目的達成状況 Ａ 次年度に向けた改善等 

Ｒ２ 
事業の実施にあたり、国・県補助制度の

最大限の活用を図る。 

国制度改正に伴うシステム改修費に伴

う補助制度を活用した。 

(評価：○3 ・２・１) 

事業の実施にあたり、国・県補助制度の

最大限に活用していく。 

Ｒ３ 
事業の実施にあたり、国・県補助制度の

最大限の活用を図る。 (評価：３・２・１) 

 

 

【住民係】 

年度 Ｐ：取り組み計画・目標 Ｄ・Ｃ：実施状況・目的達成状況 Ａ 次年度に向けた改善等 

Ｒ２ 

事業の実施にあたり、国・県補助制度の

最大限の活用を図る。 

住民基本台帳システム及び国民健康保

険システムの改修に国の補助制度を活

用した。 

(評価：○3 ・２・１) 

特になし 

Ｒ３ 
事業の実施にあたり、国・県補助制度の

最大限の活用を図る。 (評価：３・２・１) 
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【教育係】 

年度 Ｐ：取り組み計画・目標 Ｄ・Ｃ：実施状況・目的達成状況 Ａ 次年度に向けた改善等 

Ｒ２ 
事業の実施にあたり、国・県補助制度の

最大限の活用を図る。 

対象事業を把握し補助金を活用した 

(評価：３・○2 ・１) 

対象事業を把握する。 

Ｒ３ 
事業の実施にあたり、国・県補助制度の

最大限の活用を図る。 (評価：３・２・１) 

 

 

【子育て支援係】 

年度 Ｐ：取り組み計画・目標 Ｄ・Ｃ：実施状況・目的達成状況 Ａ 次年度に向けた改善等 

Ｒ２ 
事業の実施にあたり、国・県補助制度の

最大限の活用を図る。 

国・県補助制度を確認し、最大限活用し

た。       (評価：○3 ・２・１) 

特になし 

Ｒ３ 
事業の実施にあたり、国・県補助制度の

最大限の活用を図る。 (評価：３・２・１) 
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第７次行財政改革 実施計画書／進捗管理表 

重点的改革事項 Ⅲ 持続可能な健全財政の運営 

事 業 名 ６ 町有財産の有効活用 

担 当 課 総務課 

内   容 未利用の町有地について、早期売却及び有効活用を推進する。 

効   果 
未利用の町有地を整理し、活用・売却の推進によって財政運営の安定化を図るこ

とができる。 

具体的な取り組み 土地の調査・整地及び公募・売却 

 

成 果 指 標 Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ 

町有地の公募開始に向けた土地

の調査・整地 

目標 調査 整地・公募 売却 売却 売却 

実績 調査     

 

【行政係】 

年度 Ｐ：取り組み計画・目標 Ｄ・Ｃ：実施状況・目的達成状況 Ａ 次年度に向けた改善等 

Ｒ２ 

遊休町有地（加治田教員住宅跡地等）の

利用方法の検討をする。 

加治田教員住宅跡地の有効活用につい

て、検討を行い、関係機関との調整を行

った。 

(評価：○3 ・２・１) 

引き続き、未利用の町有地についての有

効活用を推進する。 

Ｒ３ 
遊休町有地（加治田教員住宅跡地等）の

利用方法の検討をする。 (評価：３・２・１) 
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第７次行財政改革 実施計画書／進捗管理表 

重点的改革事項 Ⅲ 持続可能な健全財政の運営 

事 業 名 ７ 自主財源確保のための新たな事業の導入 

担 当 課 総務課 

内   容 ・企業版ふるさと納税の導入 

効   果 財政の安定化を図ることができる。 

具体的な取り組み 
企業版ふるさと納税制度により、富加町の総合戦略事業に賛同する企業からの寄

附を募集する。 

（単位：件） 

成 果 指 標 Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ 

企業版ふるさと納税累計寄附件

数   (Ｒ元年度実績値：０) 

目標 ２ ３ ４ ５ ６ 

実績 ０     

 

【企画係】 

年度 Ｐ：取り組み計画・目標 Ｄ・Ｃ：実施状況・目的達成状況 Ａ 次年度に向けた改善等 

Ｒ２ 
企業版ふるさと納税の公募を開始し、２

件の寄附を集める。 

寄附受領の実績は０件であった。 

(評価：３・２・○1 ) 

企業版ふるさと納税のポータルサイト

導入を検討する。 

Ｒ３ 
企業版ふるさと納税のポータルサイト

を開始する。 (評価：３・２・１) 
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第７次行財政改革 実施計画書／進捗管理表 

重点的改革事項 Ⅲ 持続可能な健全財政の運営 

事 業 名 ７ 自主財源確保のための新たな事業の導入 

担 当 課 関係課（総務課、教育課） 

内   容 
・公共施設名称のネーミングライツ導入 

・広告入り封筒の導入  

効   果 
町の資産を民間事業者等に広告媒体として提供することで、財源の確保及び地域

経済の活性化を図ることができる。 

具体的な取り組み 
ネーミングライツ及び広告入り封筒の導入に向けた調査・検討 

富加町広告掲載要綱（平成 23年告示第 11 号）要綱の見直し 

 

（単位：件） 

成 果 指 標 Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ 

ネーミングライツ導入施設数 

(Ｒ元年度実績値：０) 

目標 調査・検討 １ １ １ １ 

実績 調査     

広告入り封筒の協賛企業数 

(Ｒ元年度実績値：０) 

目標 調査・検討 ２ ２ ２ ２ 

実績 調査     

 

【教育係】 

年度 Ｐ：取り組み計画・目標 Ｄ・Ｃ：実施状況・目的達成状況 Ａ 次年度に向けた改善等 

Ｒ２ 
公共施設名称のネーミングライツ導入

について検討する。 

近隣市町の導入状況について調査した。 

(評価：３・○2 ・１) 

特になし 

Ｒ３ 
公共施設名称のネーミングライツ導入

について検討する。 (評価：３・２・１) 

 

 

【行政係】 

年度 Ｐ：取り組み計画・目標 Ｄ・Ｃ：実施状況・目的達成状況 Ａ 次年度に向けた改善等 

Ｒ２ 
広告入り封筒の導入について調査・検討

する。 

近隣市町の導入状況について調査した。 

(評価：３・○2 ・１) 

特になし 

Ｒ３ 
広告入り封筒の導入について調査・検討

する。 (評価：３・２・１) 

 

 

 


